
 

 

 

 
成 田 真友美（Mayumi Narita） 

札幌国税局 総務部 人事第２課 
平成 16 年採用 

H21.４月～22.４月   育児休業 

H22.４月       豊島税務署 個人課税第３部門 

H22.７月       浅草税務署 個人課税第２部門 

H24.２月～25.４月   育児休業  

H25.４月       札幌北税務署 個人課税第５部門 

H25.７月       現職 

※ 所属は平成 28 年１月現在です。 
 

 

 

 国家公務員には職務上だけではなく職務外においても守るべき

義務があります。私が現在所属している服務係は、そういった服務

義務のほか、勤務時間や休暇制度等を担当しています。 

 また、現在国税庁ではワークライフバランスの推進に力を入れて

おり、子育て中の職員が安心して職務に精励できるよう両立支援制

度が整えられています。それらの制度の周知を図り、より働きやす

い職場環境をつくることも服務係の重要な仕事となっています。 

 これまでしてきた仕事とは全く違うため、日々学ぶことは多いで

すが、子育て中である自分自身の経験が生かされることもあり、や

りがいも多いと感じています。 

 

 

 

 

 私には現在、７歳と４歳の子供がいます。第１子、２子共に出産

後は育児休業を取得し、職場復帰後は「育児時間」という制度を利

用して通常の勤務時間よりも短い時間で働いています。 

 子育ては想像していた以上に大変で、朝も帰宅後もドタバタの毎

日ですが、育児時間のおかげで子供と向き合える時間と心の余裕を

確保できています。 

 種々の両立支援制度と理解のある上司や同僚、家事も育児もこな

せる夫に助けられ、家庭も仕事も充実した毎日を過ごすことができ

ています。 

 

  

 

 国税の仕事は、税法などの専門知識を必要としますが、これら

の知識は、採用後の研修や実務経験を通して十分に身に付けるこ

とができます。 

 また、国税の職場ではたくさんの女性が活躍しています。それ

は、それだけ女性が結婚、出産後も安心して働くことのできる職

場だということだと思います。 

 様々な経験を通して成長できる職場です。意欲あふれる皆さん

と将来一緒に仕事ができることを楽しみにしています！ 

 

女性職員からのメッセージ 

現在のしごと 

育児休業・育児時間制度 

国税を目指す女性へのメッセージ 


